
専攻領域別実務経歴 (  1 ／ 1 )(様式3-1-教育研究)<専攻領域別書式、1領域1枚作成> 

 

注意 1.該当項目の□をチェックし、領域毎に書類が異なりますので1枚に1専攻のみを記入して下さい。 

2.できるだけ最近の実務経歴を中心にご記入の上、担当期間の合計が5年以上となるように記入して下さい。 

3.担当期間が複数のプロジェクトで重複する場合は、実務経験の期間として月数を重ねてカウントすること

はできません。重複する期間は除いて記入して下さい。 

4.専門分野表示を希望する場合は、各分野3件以上の実務経歴を下記に記入し、うち1例以上を「責任ある

立場」として様式4で写真等を添付し申請して下さい。 

5. 1枚に書ききれない場合は、コピーしてお使い下さい。 

氏 名 建築 太郎 

申請する専門分野 

1 設計 

2 建築計画 

3 建築史 

 

教
育
研
究
１ 

業務（プロジェクト）名： 実務内容： □ 
常勤講座  講座時間 

( 
 分  回  ) 

村野藤吾に関する考察  □ 
非常勤講座 講座時間 

( 
 分  回  ) 

プロジェクト概要  □ 研究・調査・開発 (  ) 

  □ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要 (  ) 

担当期間： 1996 年 4 月～  □ その他 (修士論文  ) 

 1997 年 3 月( 12 ヶ月)   

役  割： 責任ある立場 ／ 担当者 専門分野名：  建築史 

2 

業務（プロジェクト）名： 実務内容： □ 
常勤講座  講座時間 

( 
90 分 50 回 年間 ) 

建築計画概論、建築史  □ 
非常勤講座 講座時間 

( 
 分  回  ) 

プロジェクト概要：  □ 研究・調査・開発 (  ) 

  □ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要 (  ) 

担当期間： 1999 年 4 月～  □ その他 (修士論文  ) 

 2004 年 3 月( 60 ヶ月)   

役  割： 責任ある立場 ／ 担当者 専門分野名：  建築計画、建築史 

3 

業務（プロジェクト）名： 実務内容： □ 
常勤講座  講座時間 

( 
 分  回  ) 

建築設計 
 

□ 
非常勤講座 講座時間 

( 
 分  回  ) 

プロジェクト概要：  □ 研究・調査・開発 (  ) 

  □ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要 (  ) 

担当期間： 2004 年 4 月～  □ その他 (修士論文  ) 

 2006 年 3 月( 24 ヶ月)   

役  割： 責任ある立場 ／ 担当者 専門分野名：  建設設計 

4 

業務（プロジェクト）名： 実務内容： □ 
常勤講座  講座時間 

( 
 分  回  ) 

日本建築学会2005近畿大会発表  □ 
非常勤講座 講座時間 

( 
 分  回  ) 

プロジェクト概要：  □ 研究・調査・開発 ( 「循環型社会における建築士の役割」 ) 

  □ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要 (  ) 

担当期間： 2005 年 9 月～  □ その他 (修士論文  ) 

  年  月( 1 ヶ月)   

役  割： 責任ある立場 ／ 担当者 専門分野名：   

5 

業務（プロジェクト）名： 実務内容： □ 
常勤講座  講座時間 

( 
 分  回  ) 

建築材料の調査研究  □ 
非常勤講座 講座時間 

( 
 分  回  ) 

プロジェクト概要：  □ 研究・調査・開発 ( 新材料の防火性能の分析調査  ) 

  □ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要 (  ) 

担当期間： 2006 年 1 月～  □ その他 (修士論文  ) 

 2006 年 6 月( 6 ヶ月)   

役  割： 責任ある立場 ／ 担当者 専門分野名：   

6 業務（プロジェクト）名： 実務内容： □ 
常勤講座  講座時間 

( 
 分  回  ) 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 



建築史 
 

□ 
非常勤講座 講座時間 

( 
90 分 25 回 半年 ) 

プロジェクト概要：  □ 研究・調査・開発 (  ) 

  □ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要 (  ) 

担当期間： 2006 年 9 月～  □ その他 (修士論文  ) 

 2007 年 3 月( 6 ヶ月)   

役  割： 責任ある立場 ／ 担当者 専門分野名：   

※審査欄 頁内領域別実務年数（計） 頁内重複除く実務年数 

9年   1ヶ月 年   ヶ月 

 

✔ 


